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六角形状 GaNマイクロディスク（図 1）は、分子線エピタキシー法による結晶成長によって作

製される一辺が 1～数mの良質な GaNマイクロ結晶で、GaNナノコラムを支柱としてディスク

が基板から数百 nm～1m浮いた構造になっている。六角形の各辺が六方晶の結晶面で構成され

ることから、ディスクはWGM （Whispering Gallery Mode）微小光共振器の特性を有する。光野

らは、光強励起によってWGMレーザー発振することを見出し、WGM共振モードの同定やバイ

オセンサー応用を見据えた周囲屈折率依存性などについて、実験と数値計算の両面から明らかに

してきた[1]。一方で、WGM発振の発生メカニズムやモードの選択制などの詳細については、こ

れまで十分には明らかにされてこなかった。 

今回我々は、微小共振器におけるWGM発振という物理の基本的性質を明らかにすることを目

的に、六角形状 GaNマイクロディスクにおけるWGM発振の周回方向特性を実験的に直接観察

することを試みたので報告する。マイクロディスク内には複数のWGMの共振モードが存在する

が、先行研究において散乱光強度の角度依存性測定ではディスク内のWGM発振は右回りか左回

りの一方に限られ、二つの周回方向は同時に存在しないことが予想された[2]。本研究では、先端

を HFエッチングによって細線化した鋭角の光ファイバープローブ（図 2）を直接ディスクに近

接させることで、ディスク内に存在するWGM光の一部を光ファイバーへと取り出して分光測定

を行い（図 3）、WGM発振の周回方向を特定することを試みた。詳細を当日報告する。 
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図 1 GaNマイクロディスク

の電子顕微鏡写真 

 

図 2 光ファイバープローブ 

図 3 WGM発振スペクトル 
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